事業名：長岡の未来映画祭

◎事業に至る歴史時代の背景
何度でも立ち上がる長岡人の気概←長岡人の根源（未来への道しるべ）
↓
これからの長岡の未来を担う世代はこの根源を魂とし、共に歩むことが必要である。
⇒共に未来を描き続ける

共にとは誰と？それぞれの立場で、
家族と、子供と、仲間と、地域と、企業と、市民と、行政と、
それぞれの立場に携わる者として関係してくる取り巻きと共に未来を描く。

ＪＣは＝＝＝⇒市民と共に未来を描く。ことが必要とされている。

◎それを踏まえて、私たちの事業は何を目的とするのか？

１．長岡人の根源を知ってもらう
２．皆が未来を作る当事者であること知って貰う

◎その為にＪＣとしてどんなことを企画すればいいのか。
【長岡の未来映画祭】
a. 趣旨：
映像を通じて長岡の未来の姿を描く事によって、見た者がリアリティを持った未来を創造する。テーマやキーワードを指定した上で映像の作成に当たることで、長岡人の気概や、歴史を学ぶ。

b. 内容:
10分間のショートムービー作品を一般募集し、選考した上で公開例会にて上映する。上映後の投票にて、賞を与える。映像に内容についてもこちらでテーマ・キーワードを細かく絞り、目的にある「長岡の気概」についての内容となるよう調整する。単なる未来の街を描く映画ではなく、長岡人の精神や気概を理解した上で、未来を作り上げていくような映像とする。
○テーマ：長岡人の魂の根源から繋がる長岡の未来
　　　　　　　　　１０年後の長岡の姿、仕事の姿、教育の姿、福祉の姿。。。等
　　　　○キーワード：花火、フェニックス、灯籠、地震、防災、米、酒、食、
　　　　　　　　　　　アオーレ、殿町、福祉、教育、観光、産業。。。等

c. 対象
・制作について
　長岡造形大学学生、アマチュア映像家、長岡に所縁の有る方。。。等

ｄ．期待される効果
　　・長岡人の気概や町の歴史を映像を通して解りやすく知る事が出来る。
　　・映像を使用することで、今まで興味のなかった世代に情報発信することができる。
　　・使用した映像をフェニックスビジョンやナカドマで上映することで、長岡のＰＲに使う。

ｅ．課題・問題点
　　・映像作成を一般募集した場合に、応募はあるのか。
[bookmark: _GoBack]　　・7月例会までに映像を作成することは可能なのか。
